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【背景】REBa2Cu3O7 (RE123, RE=Rare Earth)

は液体窒素温度(77 K)の磁場中において高

い電気輸送特性を示す材料であり、線材応

用に向けた研究が盛んに行われている。成

膜手法としては PLD法やMOD法などが主

流であり、800C 前後の高温成膜が必要で

あるが、RE123 線材を構成する金属基材か

らの不純物元素の拡散防止用のバッファ層

が必要不可欠であるため、コスト増加を招

いている。我々は低温成膜がバッファ層数

の低減に有効であると考え、RE123 及び類

似構造を有する REBa2Cu4O8 (RE124)の低温

合成法である溶融水酸化物法を用いて、

500C 以下の低温下において単結晶基板上

に RE124を成長させることに成功した[1, 2]。

そして、RE124 が高温・低酸素分圧下で

RE123と CuOに分解し[3]、高い臨界電流密

度を示す[4, 5]ことに着目し、溶融水酸化物法

で成膜した RE124 を分解することで 90 K

以上の高い Tcを有するRE123膜を得ること

に成功した[6]。本研究では、溶融水酸化物

法で成膜した RE124膜を低酸素分圧下で熱

処理することで、高い電気輸送特性を有す

る RE123膜を得ることを目的とし、系統的

に酸素分圧と温度を変更して RE124を熱分

解し、得られた RE123膜の特性を評価した。 

【実験方法】前駆体の Eu124膜は溶融水酸

化物法を用い 475C で成膜した。Eu124 の

分解処理は 550–825C、P(O2)=0.2–1.0×10
–5

 

atmで行った。得られた膜の結晶相を XRD 

2–法、Tc を直流四端子法、膜中の元素分

布を SEM/EDSを用いてそれぞれ評価した。 

【実験結果】 図に溶融水酸化物法で作製し

た Eu124膜に施した熱処理条件と、それに

よって得られた結晶相の関係を示す。大気

下及び低酸素分圧下のいずれにおいても、

低温でEu124が安定であり、高温で Eu247、

Eu123 に分解することが分かる。また、酸

素分圧の低下に伴って相境界線が低温側に

移動することも分かった。この傾向はWada

らが報告した Y124系 P(O2)–T相図(破線)
[5]

と一致しているが、Wadaらは低酸素分圧下

で Y247の領域が狭くなるのに対し、Eu124

系では P(O2)=10
–4 

atm の低酸素分圧下にお

いても Eu247相への分解が確認された。 

SEM/EDS測定から、RE124–123相転移時

に発生する余剰 Cuが数mオーダーで凝集

していることが明らかなった。この余剰 Cu

がピンニングセンターとして有効かどうか

を検討する必要がある。 
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Fig. P(O2)–T diagram for decomposed Eu124 films 
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